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　2022年6月3日、首相官邸において
知的財産戦略本部が開催され、「知的
財産推進計画2022」を決定した。重点
8施策として、以下が挙げられている。

・スタートアップ・大学の知財エコシス　
テムの強化
・知財・無形資産の投資・活用促進メ　カ
ニズムの強化
・標準の戦略的活用の推進
・デジタル社会の実現に向けたデータ　
流通・利活用環境の整備
・デジタル時代のコンテンツ戦略

・中小企業/地方（地域）/農林水産業　分
野の知財活用強化
・知財活用を支える制度・運用・人材　基
盤の強化
・アフターコロナを見据えたクールジャ　
パン（CJ）の再起動

　会合に出席した岸田首相は、デジタ
ル時代に対応した著作権制度改革の
必要性を強調。また、スタートアップが
知財を事業化につなげ社会実装しや
すい環境づくりに取り組む考えや、ブ
ロックチェーンやメタバースなど、ＷＥ
Ｂ3.0と呼ばれる技術の活用を推進し、
仮想空間上のコンテンツの創作・流
通・利用を後押しするため、新たな法的
課題の把握や論点整理等、官民一体
でルール整備を進めることを表明した。
     （特許業務法人共生国際特許事務所所長）
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佐藤英昭弁理士による
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　2006年のブランド誕生
から、プロヴェナンス（来
歴）とトレーサビリティ（生

産履歴）を明らかにしているUCHI-
HARA Groupが展開するエシカルで
サステナブルなダイヤモンドブランド
「サバース」は、原石採掘から研磨や加
工を経てデザインされる『Mine to M-

ine』®の考えのもと、顧客にジュエリー
を届けている。

　そんな、特定産地の
生産物やつながり、素
材などにこだわる同じ考
えを持つ、あらゆる分野
で活躍する人をフィー
チャーしたコンテンツ
「SA MAGAZ INE /
Mine to Mine～鉱山
からわたしのもとに届く

まで～」を展開し、7月27日にVol.4が
解禁された。
　Vol.4で登場したのは、ワインエキス
パートの瀬川あずささん。「厳選された
畑や鉱山から採れる素材の個性をプロ
フェッショナルな造り手が引き出し、輝
かせるという意味ではワインとダイヤモ
ンドは同じかもしれません」と、同じシャ

ルドネでも産地や造り手が違うと味や
香りが異なるように、ダイヤモンドにも共
通項があると語る瀬川さん。ダイヤモン
ド販売へのヒントが隠されていそうだ。
　食品だけでなくダイヤモンドについ
ても産地が問われる現代、「サバース」
は安心でクリーンなジュエリーを提供
し、ダイヤモンド生産国の生活向上に
貢献し続ける取り組みをこの先も続け
ていくとしている。

何かとよく取り上げられるマーケット
が、世界で先進的なアメリカの市場で
す。このアメリカの業者を中心に、世界
からあらゆるラボグロンダイヤモンド
（LGD）の素材、加工、製造、卸、小売
の会社が、ものすごく速いスピードでど
んどんマーケットに参入しています。も
ちろん業者の数がこれだけ増えれば1
年前の取引価格などもはや過去の歴
史に過ぎず、業者数が増えたマーケッ
ト勢力図に合わせて、価格が上昇した
ものもあれば、下落したものもいくつか
あるのは当然の話です。とりわけ2カ
ラット以上の大きなLGDが大きく値を

下げ、今まで在庫を持っていた業者が
バーゲン感覚でどんどん商品を市場に
投入しています。
最近は、常々天然ダイヤの価格と比

較されてきたLGDですが、LGD専門業
者が相当数増えたために、天然価格と
の比較による呪縛から逃れるように、
独自の価格構成による市場を形成し
始めているように思います。それでもや
はり天然ダイヤの価格の何割位です
か、と言う質問に対しては、リングやペ
ンダントにした製品価格の天然ダイヤ
との比較で約1 ⁄ 3から1 ⁄4といった答
えが1番妥当のように思います。それぐ

らいの価格メリットがないと新しいもの
に対してモチベーションが生まれない
から、この価格帯がどんどん浸透して
いくとアメリカやヨーロッパ市場は恐ろ
しいほどの成長スピードでマーケット
が急速に膨張していく結果となります。

前回のコラムにも挙げたように、
LGDが人生で初めてのジュエリーにな
る人がほとんどなので、消費者が商品
を選ぶ際には天然ダイヤとの価格比較
をするのではなく、他社の同じLGDと
の価格を比較して、どこの店で買うかを
決めているのです。もちろん念のため、
同価格の天然ダイヤもチェックします
が、いかに小さいサイズしか買えないか
を知り、驚愕する人がたくさんいるのも
事実です。
いくらアメリカ社会が好景気である

とは言え、自分の財布からお金が出る

際に、一番満足できる買い物はどれ
か、と考えるのが消費者の深層心理で
あり、選択肢が多い中で自分のライフ
スタイルに合った買い物ができると
思った時に、喜んでその対価に見合う
金額を払うのです。最初に購入する
LGDのサイズは、残念ながら恐る恐る
で小さ目ですが、毎日綺麗な石を身に
着けて嫌な気分になる人がいるハズが
ありませんね。1個目で満足して、安心
した後の2個目には、しっかり市場調査
をした上で大きいサイズを買う、という
のが現在の消費の主流になっているよ
うです。
やはり価格は購入者の最後の決定

要素に大きく影響しているのは間違い
ないようです。

一般社団法人日本グロウンダイヤモンド協会

理事　林　裕民　

Vol.7ラボグロンダイヤモンドの未来予想図
世界で一番過激でアツいアメリカ市場の
展示会JCKについて  …第二弾…　
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SA MAGAZINE Vol.4

　小経営の小売では店主が経営者と
店の責任者を兼ねていることが多い。
普段はこの形で店は回っていくのだ
が、店の成長発展を考えると店主が店
を離れて様々な情報に触れたり得たり
することがどうしても必要になる。宝飾
品の仕入れなどは自ら展示会等に出
向いたほうが幅広くまた自分の思うよ
うな商品を手に入れることができる。ま
た業界ばかりではなく異業種の人 と々
の交流は有望なビジネスチャンスと巡
り合うチャンスでもある。ネット販売の
技術的ノウハウなども自分の世界だけ
ではわからないことが多い。店に縛ら
れないことは経営者にとって大切な事
項である。そのためには店を任せられ
る責任者が必要になる。
　ここでいう店の責任者とは留守番と

いうのとはいささか違う。その時々の判
断を店主の代わりに行わなければなら
ないし尚且つそれが店主の意向に
沿っていなければならない。当たり前
のことだがそれだけに責任が重い仕事
でもある。店主の側から見れば「自分の
分身」を作ることだ。これが難しい。「分
身」を手っ取り早く経営者の奥さん
だったり親族だったりとするから小経
営というのは同族経営になりがちであ
る。身内というのは遠慮がない分意見
の対立が感情的対立と相まって結構
面倒なことが多い。わたくしごとの夫婦
喧嘩がそのまま店の雰囲気に出てしま
うことも間々ある。
　あくまでも経営者の「分身」なのだか
ら忠誠心があり尚且つ経営者の代理と
して仕事をこなしてくれる人でなければ
ならない。こういう人材にはなかなか巡
り合えない。もちろん人を育てるという
方法もあるだろう。もしも適宜な人がい
たらそれは経営者が「経営運」を持って
いるのだと私は思う。「運」は大事にし

なければならない。店も順調、任せられ
る責任者もいる。こうなると遊び心が芽
生えて軌道を外しやすいものだが、経
営者がなすべきことは楽をすることで
はなく今まで以上に仕事に没頭するこ
とである。本人が緩めば「分身」も緩む。
あるいは隙ありとみて不心得な気持ち
が生まれないとも限らない。仕事がで
きれば経営者以上に数字やデジタルに
精通し、どんどん物事を推し進めていく
かもしれない。経営者に事案の判断が
できないとなれば、分身のほうが経営
の主導権を握ってしまう。経営者の器
以上の人は育たないという格言の所以
である。だから経営者は自己研鑽、自分
への投資を惜しむことなく「分身」よりも
常に前を走らなくてはならない。
　それではこの私はどうであるかと言
えば、「分身」という問題意識そのもの
が欠落していたのだから凡庸というこ
とになる｡しかし考えてみれば「分身」の
奥にあるのは経営者である自分が他人
の人生を背負えるかという覚悟の問題
でもある。「その覚悟、無かったなあ」と
いうのが本音である。経営者にそもそ
も向いていない?
　いやたぶん「経営者」であるというこ
とがどういうことか、その出発点が曖昧
だったのだろうと今頃になって反省し
ている。
 　　　　 　　　　　　　　貧骨  
　 　   cosmoloop.22k@nifty.com

小売の十字路小売の十字路 193

私の失敗
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自分の分身を作るのは
難しい
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